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○
建
設
省
告
示
第
　
　
　
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
三
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
建
築
物
の
基
礎
、
主
要
構
造
部
等
に

使
用
す
る
建
築
材
料
並
び
に
こ
れ
ら
の
建
築
材
料
が
適
合
す
べ
き
日
本
工
業
規
格
又
は
日
本
農
林
規
格
及
び
品
質
に
関
す
る
技

術
的
基
準
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
二
年
　
　
月
　
　
日

建
設
大
臣
　
中
山
　
正
暉

　
　
建
築
物
の
基
礎
、
主
要
構
造
部
等
に
使
用
す
る
建
築
材
料
並
び
に
こ
れ
ら
の
建
築
材
料
が
適
合
す
べ
き
日
本
工
業
規
格

　
　
又
は
日
本
農
林
規
格
及
び
品
質
に
関
す
る
技
術
的
基
準
を
定
め
る
件

第
一
　
建
築
基
準
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
七
条
の
建
築
物
の
基
礎
、
主
要
構
造
部
そ
の
他
安
全
上
、
防
火
上
又

は
衛
生
上
重
要
で
あ
る
部
分
に
使
用
す
る
建
築
材
料
で
同
条
第
一
号
又
は
第
二
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
べ
き
も
の
は
、
次

に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
構
造
用
鋼
材
及
び
鋳
鋼

二
　
高
力
ボ
ル
ト
及
び
ボ
ル
ト
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三
　
構
造
用
ケ
ー
ブ
ル
、
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の

四
　
鉄
筋

五
　
溶
接
材
料
（
炭
素
鋼
及
び
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
の
溶
接
）

六
　
タ
ー
ン
バ
ッ
ク
ル

七
　
コ
ン
ク
リ
ー
ト

八
　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク

九
　
免
震
材
料

第
二
　
略

第
三
　
略

　
　
　
附
　
則

　
こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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別
表
第
一
（
法
第
三
十
七
条
第
一
号
の
日
本
工
業
規
格
及
び
日
本
農
林
規
格
）

第
第
一
第
九

号
に
掲
げ
る

建
築
材
料

│

別
表
第
二
（
品
質
基
準
及
び
そ
の
測
定
方
法
等
）

建
築
材
料
の

区
分

品
質
基
準

測
定
方
法
等

第
一
第
九
号

に
掲
げ
る
建

一
　
材
料
の
構
成
が
定
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
。

築
材
料

二
　
各
部
の
形
状
、
寸
法
及
び
寸

法
精
度
の
基
準
値
が
定
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
。

二
　
形
状
・
寸
法
の
測
定
は
、
任
意
の
位
置
に
お
い
て
、
規
定
さ
れ

て
い
る
各
寸
法
を
、
適
切
な
精
度
を
有
す
る
計
測
機
器
を
用
い
て

計
測
す
る
こ
と
。

三
　
支
持
材
に
あ
っ
て
は
、
次
に

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
。

イ
　
鉛
直
限
界
面
圧
の
基
準
値

が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

弾
性
系
に
あ
っ
て
は
こ
れ
に

加
え
て
鉛
直
剛
性
の
基
準
値

が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

三
　
支
持
材
に
か
か
る
軸
力
と
、
水
平
力
を
同
時
に
載
荷
で
き
る
二

軸
せ
ん
断
試
験
装
置
を
用
い
、
次
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
る
こ
と
。

イ
　
鉛
直
限
界
面
圧
は
、
水
平
方
向
の
変
形
に
応
じ
て
鉛
直
荷
重

を
安
全
に
支
持
で
き
る
圧
縮
力
を
免
震
材
料
の
水
平
断
面
積
で

除
し
た
数
値
（
単
位
　
一
平
方
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
ニ
ュ
ー

ト
ン
）
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
面
圧
が
五
十
を
超
え
る
場
合

に
あ
っ
て
は
、
五
十
と
す
る
。
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ロ
　
支
持
材
で
あ
り
、
か
つ
、

弾
性
系
の
復
元
材
で
あ
る
も

の
に
あ
っ
て
は
、
イ
に
加
え

て
水
平
剛
性
の
基
準
値
が
定

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

ハ
　
ロ
の
支
持
材
で
あ
り
、
か

つ
、
減
衰
材
で
あ
る
も
の
に

あ
っ
て
は
、
水
平
方
向
の
初

期
剛
性
、
二
次
剛
性
、
切
片

荷
重
及
び
等
価
減
衰
定
数
の

基
準
値
が
定
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
。

ニ
　
弾
性
系
の
支
持
材
に
あ
っ

て
は
、
引
張
限
界
面
圧
の
基

準
値
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
。

ホ
　
す
べ
り
系
の
支
持
材
に
あ

っ
て
は
摩
擦
係
数
の
、
転
が

り
系
の
支
持
材
に
あ
っ
て
は

転
が
り
摩
擦
係
数
の
、
そ
れ

ぞ
れ
基
準
値
が
定
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
。

　
　
鉛
直
剛
性
は
、
基
準
面
圧
（
水
平
方
向
の
ひ
ず
み
が
零
の
時

の
鉛
直
限
界
面
圧
の
三
分
の
一
の
面
圧
を
い
う
。
以
下
同
じ
。

）
の
正
負
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
鉛
直
加
力
を
三
サ
イ
ク
ル
行
い

、
三
サ
イ
ク
ル
目
の
荷
重
―
変
位
関
係
よ
り
求
め
る
。

ロ
　
水
平
剛
性
及
び
減
衰
性
能
は
、
基
準
面
圧
に
お
い
て
せ
ん
断

ひ
ず
み
の
正
負
百
パ
ー
セ
ン
ト
の
水
平
加
力
を
三
サ
イ
ク
ル
行

い
、
三
サ
イ
ク
ル
目
の
荷
重
―
変
位
関
係
よ
り
求
め
る
。

ハ
　
摩
擦
係
数
及
び
転
が
り
摩
擦
係
数
は
基
準
面
圧
に
お
け
る
水

平
載
荷
の
時
、
三
サ
イ
ク
ル
目
の
正
方
向
及
び
負
方
向
の
荷
重

軸
と
の
交
点
の
荷
重
と
基
準
面
圧
に
相
当
す
る
荷
重
よ
り
求
め

る
。

ニ
　
引
張
限
界
面
圧
は
、
百
パ
ー
セ
ン
ト
の
せ
ん
断
ひ
ず
み
を
与

え
た
状
態
で
引
張
荷
重
を
漸
増
し
て
加
え
、
支
持
材
が
破
断
し

た
時
の
引
張
力
を
免
震
材
料
の
水
平
断
面
積
で
除
し
た
数
値
（

単
位
　
一
平
方
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
ニ
ュ
ー
ト
ン
）
と
す
る

。

四
　
減
衰
材
に
あ
っ
て
は
、
次
に

四
　
減
衰
材
に
か
か
る
外
力
を
加
力
す
る
こ
と
が
で
き
る
一
軸
ま
た
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定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
。

イ
　
弾
塑
性
系
、
摩
擦
系
の
減

衰
材
に
あ
っ
て
は
、
初
期
剛

性
、
二
次
剛
性
及
び
降
伏
せ

ん
断
力
の
基
準
値
が
定
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
　
流
体
系
の
減
衰
材
に
あ
っ

て
は
、
抵
抗
力
、
粘
性
係
数

及
び
限
界
速
度
の
基
準
値
が

定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

は
二
軸
の
加
力
試
験
装
置
を
用
い
、
次
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
る
こ

と
。

イ
　
弾
塑
性
系
の
減
衰
材
の
減
衰
性
能
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。

　
鋼
製
の
減
衰
材
に
あ
っ
て
は
、
弾
性
変
形
限
界
以
下
の
静

的
漸
増
載
荷
に
よ
り
初
期
剛
性
を
求
め
た
の
ち
、
正
負
百
ミ

リ
メ
ー
ト
ル
刻
み
の
静
的
漸
増
載
荷
を
与
え
、
規
定
変
位
正

負
二
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
荷
重
―
変
位
曲
線
に
よ
る
履
歴
面

積
を
得
、
剛
性
及
び
降
伏
せ
ん
断
力
を
求
め
る
。

　
鉛
製
の
減
衰
材
に
あ
っ
て
は
、

と
同
様
に
初
期
剛
性
を

求
め
た
後
、
規
定
変
位
正
負
二
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
周
波
数

○
・
三
三
ヘ
ル
ツ
の
動
的
な
正
弦
波
加
振
で
、
三
サ
イ
ク
ル

目
の
荷
重
―
変
位
曲
線
に
よ
る
履
歴
面
積
を
得
、
剛
性
及
び

降
伏
せ
ん
断
力
を
求
め
る
。

ロ
　
摩
擦
系
の
減
衰
材
の
減
衰
性
能
は
、
イ

に
よ
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
規
定
変
位
は
正
負
百
五
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
と
す

る
も
の
と
す
る
。

ハ
　
流
体
系
の
減
衰
材
の
減
衰
性
能
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に

よ
る
。

　
粘
性
体
減
衰
材
に
あ
っ
て
は
、
振
動
数
○
・
二
五
ヘ
ル
ツ

の
正
弦
波
加
振
を
与
え
、
低
速
、
中
速
、
高
速
の
速
度
点
に

お
け
る
減
衰
力
を
速
度
α
乗
型
で
求
め
る
。
限
界
速
度
は
、

粘
性
体
の
せ
ん
断
ひ
ず
み
速
度
の
上
限
値
よ
り
求
め
る
。
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オ
イ
ル
減
衰
材
に
あ
っ
て
は
速
度
比
例
型
、
バ
イ
リ
ニ
ア

型
、
速
度
α
乗
型
の
い
ず
れ
か
と
し
、
ま
た
、
振
動
数
○
・

二
五
ヘ
ル
ツ
の
正
弦
波
加
振
を
与
え
、
抵
抗
力
―
変
位
曲
線

よ
り
、
一
サ
イ
ク
ル
の
履
歴
面
積
か
ら
吸
収
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

算
出
し
、
等
価
減
衰
係
数
を
求
め
る
。
限
界
速
度
は
、
降
伏

点
に
達
す
る
最
大
減
衰
力
が
発
生
す
る
速
度
値
と
す
る
。

五
　
限
界
ひ
ず
み
又
は
限
界
変
形

の
基
準
値
が
定
め
ら
れ
て
い
る

こ
と

五
　
限
界
ひ
ず
み
及
び
限
界
変
形
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る

。イ
　
支
持
材
に
あ
っ
て
は
、
第
三
号
の
試
験
機
を
用
い
、
次
に
掲

げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

　
弾
性
系
に
あ
っ
て
は
、
基
準
面
圧
で
水
平
方
向
へ
一
方
向

加
力
を
加
え
た
場
合
に
、
破
断
あ
る
い
は
座
屈
し
た
時
の
ひ

ず
み
及
び
変
形
と
し
て
求
め
る
。

　
す
べ
り
系
・
転
が
り
系
に
あ
っ
て
は
、
支
持
材
が
相
手
材

か
ら
脱
落
し
な
い
変
位
ま
た
は
相
手
材
の
余
長
範
囲
を
超
え

な
い
変
位
と
し
て
求
め
る
。

ロ
　
減
衰
材
に
あ
っ
て
は
、
第
四
号
の
試
験
機
を
用
い
、
次
に
掲

げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

　
弾
塑
性
系
の
う
ち
鋼
製
の
減
衰
材
に
あ
っ
て
は
、
静
的
定

変
位
疲
労
試
験
に
よ
り
、
疲
労
寿
命
が
概
ね
五
回
と
な
る
変

位
を
内
挿
で
求
め
る
。
た
だ
し
、
試
験
機
の
性
能
に
よ
り
内

挿
で
求
め
る
こ
と
が
不
可
能
な
場
合
は
、
外
挿
も
可
と
す
る

。
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弾
塑
性
系
の
う
ち
鉛
製
の
減
衰
材
に
あ
っ
て
は
、
静
的
な

一
方
向
載
荷
試
験
に
よ
る
最
大
荷
重
時
の
変
位
と
す
る
。

　
摩
擦
系
及
び
流
体
系
の
減
衰
材
に
あ
っ
て
は
、
静
的
に
作

動
さ
せ
た
場
合
に
お
け
る
機
械
的
最
大
ス
ト
ロ
ー
ク
の
二
分

の
一
の
数
値
と
す
る
。

六
　
製
造
、
温
度
変
化
、
経
年
変

化
等
に
よ
る
水
平
剛
性
、
減
衰

性
能
、
ク
リ
ー
プ
ひ
ず
み
等
の

ば
ら
つ
き
の
基
準
値
が
定
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
。

六
　
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
。

イ
　
支
持
材
に
あ
っ
て
は
、
第
三
号
の
試
験
機
及
び
老
化
試
験
機

を
用
い
て
、
次
に
掲
げ
る
試
験
を
行
う
こ
と
。
た
だ
し
、
温
度

依
存
性
の
試
験
に
あ
っ
て
は
、
温
度
管
理
を
行
う
か
、
又
は
恒

温
槽
付
き
の
試
験
機
を
用
い
る
こ
と
。

　
水
平
剛
性
、
摩
擦
・
減
衰
性
能
等
の
経
年
変
化
率
は
、
日

本
工
業
規
格
Ｋ
六
二
五
七
に
準
じ
た
自
動
温
度
調
節
器
を
備

え
る
老
化
試
験
機
に
よ
り
、
加
熱
促
進
老
化
を
行
い
、
ア
レ

ニ
ウ
ス
則
に
基
づ
い
て
使
用
さ
れ
る
ゴ
ム
の
活
性
化
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
算
出
し
求
め
る
こ
と
。

　
弾
性
支
持
材
の
温
度
依
存
性
は
、
せ
ん
断
ひ
ず
み
百
パ
ー

セ
ン
ト
、
温
度
摂
氏
零
度
、
二
十
度
、
四
十
度
で
の
値
を
得

、
二
十
度
時
に
対
す
る
比
率
に
よ
り
求
め
る
こ
と
。

　
す
べ
り
・
転
が
り
系
支
持
材
の
摩
擦
係
数
の
速
度
依
存
性

は
、
基
準
面
圧
に
お
い
て
速
度
十
、
百
、
二
百
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
毎
秒
で
の
摩
擦
係
数
を
測
定
し
、
速
度
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

毎
秒
時
の
値
に
対
す
る
比
率
に
よ
り
求
め
る
こ
と
。
た
だ
し

、
試
験
方
法
は
日
本
工
業
規
格
Ｋ
七
二
一
八
に
準
じ
た
方
法
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と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
弾
性
系
支
持
材
の
水
平
剛
性
及
び
減
衰
定
数
の
面
圧
依
存

性
は
、
基
準
面
圧
の
○
・
五
倍
、
一
・
○
倍
、
一
・
五
倍
及

び
二
・
○
倍
時
に
お
け
る
百
パ
ー
セ
ン
ト
の
せ
ん
断
ひ
ず
み

時
の
値
を
測
定
し
、
基
準
面
圧
時
の
値
に
対
す
る
比
率
に
よ

り
求
め
る
こ
と
。

　
す
べ
り
・
転
が
り
系
支
持
材
の
摩
擦
係
数
の
面
圧
依
存
性

は
、
基
準
面
圧
の
○
・
五
倍
、
一
・
○
倍
、
一
・
五
倍
、
二

・
○
倍
時
の
摩
擦
係
数
を
測
定
し
、
基
準
面
圧
時
の
摩
擦
係

数
に
対
す
る
比
率
に
よ
り
求
め
る
こ
と
。

　
ク
リ
ー
プ
ひ
ず
み
は
錘
荷
重
方
式
又
は
油
圧
荷
重
方
式
に

よ
り
、
鉛
直
荷
重
が
長
期
間
安
定
し
て
試
験
体
に
か
け
ら
れ

る
構
造
で
、
試
験
体
の
鉛
直
変
位
の
計
測
が
で
き
る
試
験
機

に
よ
り
試
験
を
行
い
ひ
ず
み
量
を
求
め
る
こ
と
。

ロ
　
減
衰
材
に
あ
っ
て
は
、
第
四
号
の
試
験
機
及
び
老
化
試
験
機

を
用
い
て
、
次
に
掲
げ
る
試
験
を
行
う
こ
と
。

　
流
体
系
の
う
ち
粘
性
体
減
衰
材
の
減
衰
性
能
の
経
年
変
化

率
は
、
使
用
材
料
の
物
理
特
性
の
経
年
変
化
率
、
試
験
体
を

摂
氏
百
度
で
百
九
十
二
時
間
の
加
熱
処
理
を
行
い
、
標
準
加

振
条
件
に
お
い
て
、
加
熱
前
と
加
熱
後
の
値
を
比
較
す
る
及

び
、
試
験
体
を
摂
氏
四
十
度
で
相
対
湿
度
九
十
六
パ
ー
セ
ン

ト
と
し
百
九
十
二
時
間
の
加
湿
処
理
を
行
い
、
加
湿
前
と
加

湿
後
の
値
を
比
較
し
て
求
め
る
。
た
だ
し
、
粘
性
体
減
衰
材
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の
粘
性
係
数
の
耐
久
性
評
価
に
あ
っ
て
は
、
日
本
工
業
規
格

Ｋ
六
二
五
七
に
準
じ
た
老
化
試
験
機
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る

。　
弾
塑
性
系
、
摩
擦
系
の
減
衰
材
の
温
度
依
存
性
は
、
三
以

上
の
材
料
初
期
温
度
に
て
、
正
負
二
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
規

定
変
位
振
幅
の
正
弦
波
加
振
を
行
い
、
摂
氏
○
度
と
四
十
度

に
お
け
る
三
サ
イ
ク
ル
目
の
履
歴
吸
収
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
の
、

二
十
度
で
の
値
に
対
す
る
比
を
求
め
る
こ
と
。

　
流
体
系
の
う
ち
粘
性
体
減
衰
材
に
よ
る
温
度
依
存
は
、
規

定
の
式
で
求
め
る
こ
と
。

　
流
体
系
の
う
ち
オ
イ
ル
減
衰
材
に
つ
い
て
は
、
材
料
初
期

温
度
摂
氏
○
度
で
、
振
動
数
○
・
五
ヘ
ル
ツ
、
正
負
百
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
の
規
定
振
幅
の
連
続
正
弦
波
加
振
を
摂
氏
四
十
度

ま
で
行
い
、
減
衰
―
温
度
と
等
価
減
衰
係
数
を
同
時
計
測
し

、
摂
氏
二
十
度
に
対
す
る
比
を
求
め
る
こ
と
。

別
表
第
三
（
検
査
項
目
及
び
検
査
方
法
）

建
築
材
料
の

区
分

検
査
項
目

検
査
方
法
等

第
一
第
九
号

に
掲
げ
る
建

築
材
料

別
表
第
二

欄
に
規
定
す
る
品
質
規

準
の
す
べ
て

一
　
検
査
は
別
表
第
二

欄
に
規
定
す
る
測
定
方
法
に
よ
り
、
ロ

ッ
ト
ご
と
に
実
機
に
よ
っ
て
行
う
。
た
だ
し
、
実
機
で
の
性
能

検
査
が
製
品
の
寸
法
お
よ
び
保
有
性
能
に
影
響
を
与
え
る
場
合
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に
あ
っ
て
は
、
別
表
第
二

欄
第
一
号
を
除
き
、
あ
ら
か
じ
め

行
っ
た
同
型
同
種
の
実
機
の
検
査
成
績
証
ま
た
は
実
機
の
抜
き

取
り
検
査
そ
の
他
実
機
の
性
能
を
表
現
で
き
る
縮
小
モ
デ
ル
に

よ
る
こ
と
が
で
き
る
。


